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狛犬メ
モ

　
近
年
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
注
目

を
浴
び
て
い
る
狛
犬
。
本
市
や
石
川
町
、

棚
倉
町
な
ど
に
は
、
個
性
豊
か
な
狛
犬
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
江
戸
時
代
、
信
州
高た

か

遠と
お

藩
領
（
現
在
の

長
野
県
伊
那
市
）
の
旅
石
工
で
あ
っ
た
小こ

松ま
つ

利り

平へ
い

は
、
き
め
が
細
か
く
、
加
工
し
や

す
い
良
質
な
石
が
産
出
さ
れ
る
浅
川
町
福ふ

貴き

作ざ
く

に
移
住
し
、
多
く
の
石
造
物
を
制
作

し
ま
し
た
。

　
利
平
の
養
子
で
、
個
性
的
な
狛
犬
を
彫

っ
た
小こ

松ま
つ

寅と
ら

吉き
ち

や
、
寅
吉
の
弟
子
で
あ
っ

た
小こ

林ば
や
し

和わ

平へ
い

た
ち
に
よ
っ
て
、
県
南
地
方

に
多
く
の
狛
犬
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　一般的な狛犬は座った形ですが、寅吉は雲に乗り、空
を飛んでいるかのような狛犬を考案したと言われていま
す。軽い・細工しやすい・風化しにくい福貴作石を使う
ことで、大きな狛犬の制作も可能になったからです。
　鹿島神社の狛犬は、親子寄り添って動いているような
躍動感と、向こう側がのぞける立体的な「透かし彫り」
が際立っていて、寅吉作品の中でも優れた出来栄えです。

鹿
か

島
し ま

神社

市内には、ほかにも数多くの狛犬があります。
お気に入りの狛犬を探してみてください！

　狛犬の作者は不明ですが、大
きな口や短い足と、見た目が素
朴で珍しく、愛くるしい姿をし
ています。

　市内の横町に生まれた石工、
野
の

田
だ

平
へい

業
ぎょう

が制作した重厚で力強
い作風の狛犬は、県南地方を中
心に数多く残っています。

南湖神社熊
く ま

野
の

神社

もっと
　狛犬探索したい！

（南湖公園隣り）（大信下小屋）

　
今
月
号
で
は
、
市
内
に
あ
る
小
松
寅
吉

作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
春
が
近

づ
く
こ
の
季
節
、
狛
犬
を
探
し
に
出
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
本
庁
舎
秘
書
広
報
課　
内
２
３
７
４

羽
は

黒
ぐ ろ

神社

坂
さ か

本
も と

観音堂

　神社には、寅吉が制作した狛犬のほかに、大きな石柵
があります。柵内には、松

まつ

平
だいら

定
さ だ

信
の ぶ

が詠んだ歌碑がありま
すが、正面からは見ることができません。この歌碑自体
は、東京の石工によって制作され、寅吉が石柵の依頼を
受けて制作したものだと考えられています。

寅吉は、狛犬の
ほか馬や鳥など
の石造物も多く
制作したワン！

探
索
帖

（借宿）

（東下野出島）

（東下野出島）

歌碑はこの奥に
建てられています

狛犬の魅力を
感じましょう！

狛こ

ま

犬い

ぬ

　県南地方狛犬ネットワークでは、狛犬のPRのほか、
保存や整備活動を行っています。現在、会員募集中です。
▷入会金　2,000円　▷年会費　なし
問☎090-1493-6632（髙

た か

久
く

事務局長）

～県南地方狛犬ネットワークの皆さんに聞く～

圧巻の
大きさ！

▷伝えたい！狛犬の魅力とは？
　県南地方にある狛犬の特徴であり、全国的にも珍しい
「飛

ひ

翔
しょう

獅
じ

子
し

型」が最初に作られたのは、中島村にある川
かわ

田
た

神社の狛犬です。
　鑿

のみ

１本・手掘りで作りあげる高い技術による、繊細な
がらも、躍動的な狛犬をご覧ください。また、小松利平
や小林和平が制作した狛犬にも多くの傑作があります。

　石柵にも繊細な「透
かし彫り」が施される
など、職人技の際立っ
た作品です。
　内側には、逆立ちし
た狛犬が２匹隠れてい
ますので、ぜひご覧く
ださい！

◀市ホームページに地図を掲載しています

石扉にも
動物が！

子ども
狛犬

繊細な
透かし彫り

隠れ狛犬
発見！

羽黒神社

坂本観音堂
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島
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社
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参考：『改訂新版 神の鑿』（2012年)　著・たくきよしみつ氏
　　　『石川町史 第６巻 各論編１ 文化・旧町村史』（2005年）


